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改定 2010 年１月４日 

作成 2009 年１２月 17 日 

 

２００９年度のブラジル日本商工会議所活動状況の纏め   

ブラジル日本商工会議所 

 事 務 局 

Ⅰ ブラジル日本商工会議所の活動の変化 

         会議所活動状況（2010年1月４日現在）   

項        目 2006年 2007年 2008年 2009年 

懇親昼食会、夕食会、忘年会、新年会 12 12 12 12 

歓迎・送会（大使、総領事、常任理事他） 2 0 5 3 

部会の開催件数（部会・長シンポ、共催） 28 29  27 34 

委員会の開催件数（異業種交流委員会） 20 18(12) 20(10) 21(9） 

同上（会議所外 GIE・CDM会合、FIESP等他の公的機関） 7 5 1 2 

日系諸団体との会議(日系代表5団体ほか)  14 10 7 

月例会の件数（法律、労働問題） 21 19 18 21  

総会・臨時理事会 3 3 5 3 

セミナー、イべントの開催件数（共催） 20(7) 20(8) 15 14 

研修旅行（大・小旅行相互啓発主催） 2(1) 1 0 0 

工場・農場見学（相互啓発主催） 0 0 0 0 

同  上（部会主催） 4(1) 7(2)  1 3 

他の団体との会議・シンポ・セミ・フォーラム（官民合同、経団

連、FIESP訪日ミッション、全伯日系会議所、日伯議員連盟、他

州ほか） 

10 11 11 15 

他団体主催のイベントへの参加 2 59 66 41 

監事会、常任理事会の開催件数 4 16  16  16 

表敬訪問件数 同 113 155 151 

新聞社訪問件数（部会長懇談会案内他） 2 2 ４ 2 

アンケート調査件数 5 0 5 3 

各種調査依頼数（日本からの調査依頼）    61(52) 

会員からの提言件数 0 0 0 0 

分科会の設置件数 0 0 0 0 

昼食会の知事、大臣レベルの出席回数 3 3 3 1 

会議所ホームページ・累計ページビュー数 76830 755031 2251995 3484670 

ブラジル経済情報の送付件数 225 213 214 207 

事務局便りの送付件数（外部団体主催含む） 90 70 50 57 

前年度比較における新しい試みの件数（下記項目別詳細） 36 - - - 
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注釈）件数は（ ）内の共催数を含む。                            

 

2009 年度定例懇親昼食会の状況 

月 参加者

（人） 

2009 年度 

講 演 者 名 

2008 年度参加者/講演者 

    (人数・人名) 

 

2009 年度利用 

ホテル名 

１ 140 人 島内憲大使 140 人/西林万寿夫総領事/田

中信会頭 

ブルーツリーモルン

ビ・ホテル 

２ 115 人 牛田晋国際調査室主任㈱日本

政策金融公庫 国際協力銀行  

 

90 人/飛田リチャード眼科医 インターコンチネン

タル・ホテル 

３ 125 人 森口忠義イナシオ援協会長 134 人/カイオ・カルバーリョ聖市

観光公社総裁/BH 市のフェルナ

ンド・ピメンテル市長 

マクソウド・ホテル 

４ 123 人 ジルベルト・カサビ市長 134 人/西林万寿夫総領事 グラン・ファイアット

ホテル 

５ 101 人 パラナグア・アントニーナ港湾管

理公社企業開発担当のルイス・

アルベルト・セザール取締役/パ

ラナグア港コンテナターミナルの

ジュアレス・シルヴァ取締役 

114 人/マルセロ・ミランダ・トカン

チンス州知事 

インターコンチネン

タル・ホテル 

６ 143 人 ヴァルテル・イホシ下議/ウイリ

アム・ウー下議 

250 人/竹中平蔵元経済財政政

策大臣（ブラジル日本研究者協

会ＳＢＰＮとの共催） 

ブッフェ・コロニアル 

７ 101 人 バウルー市のロドリゴ・アゴスチ

ーニョ市長 

106 人/国立工業所有権院のリ

タ・マシャード理事 

マクソウド・ホテル 

８ ９０人 バンデイランテス・コミュ二ケー

ションのジョアン・カルロス・サア

ジ社長 

105 人/斉藤準一空軍総司令官 インターコンチネン

タル・ホテル 

９ 112 人 サンパウロ州政府のオズワル

ド・ルコン環境局補佐官 

135 人/ウジミナスのマルコ・アン

トニオ・カステロ・ブランコ社長 

マクソウド・ホテル 

10 90 人 エンブラエル社の横田聡元副社

長 

102 人/橋本宏元オーストリア特

命全権大使 

チボリ・モファレジ・

ホテル 

11 120 人 アントニオ・パロッシ元財務相/

日本大使館政務班の澤田洋典

参事官 

120 人/シゲアキ・ウエキ元鉱山

動力大臣 

インターコンチネン

タル・ホテル 

12 180 人 大部一秋総領事/田中信会頭/ 190 人/西林万寿夫総領事（歓 チボリ・ホテル 



3 

 

中山立夫新会頭 送の辞）/YUKACYAN 

 

Ⅱ 2009 年度の主要行事・活動報告書 

（太字がプロパー或いは共催行事） 

１月 

１５日 

 経団連自然保護協会の南米自然保護視察ミッション団と生物の多様性/気候変動/CO2 排出権につ

いて意見交換（常任理事会） 

２月 

１１日 

 2009 年税制変更セミナー（日伯法律委員会/コンサルタント部会共催） 

１７日 

 業種別部会長シンポジウム（総務委員会） 

１９日、２０日 

 第 1 回日伯貿易投資促進合同委員会（ブラジリア） （日伯経済交流促進委員会）  

３月 

１０日 

 70 周年史編纂について編纂方法/スケジュール/外注/資料整理/予算など意見交換 

（７０周年委員会） 

１８日 

 ｢金融危機下の南米 4 カ国の政治・経済・マーケット勉強会 

（企画戦略委員会/コンサルタント部会/ジェトロ・サンパウロセンター共催） 

２４日 

 移転価格税制の意見交換会（在日ブラジル大使館/コンサルタント部会/日伯法律委員会共催） 

２６日 

 『ブラジルとロンドンサミット～グローバル経済の回復への道～』（イギリス会議所主催） 

３０日 

 ネルソン・ジョビン国防相による「ブラジルの航空インフラ網」についてのセミナー 

 （ＧＩＥ主催 ） 

４月 

０２日 

 コロニア団体等への寄付方法について社内規定作成検討会（日系社会委員会） 

１３日 

 ミゲル・ジョージ商工大臣による 「２００９年の自動車工業界の展望」セミナー 

（アメリカ会議所） 

１５日 

 ４月２２日ブラジリア地デジ TV 放送開始に備え、日本技術普及方策について検討会 

 (電気電子部会/ブラジル日本大使館) 
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２４日 

 サンパウロ証券取引所（BOVESPA） /商品先物取引所（ＢＭ＆Ｆ）の見学会（金融部会）  

５月 

１３日 

 島内憲大使による「世界経済・金融危機と日伯関係」セミナー 

（サンパウロ州工業連盟（ＦＩＥＳＰ）/サンパウロ工業センター（ＣＩＥＳＰ）、文協、県連、レアル銀行、ブ

ラジル日本商工会議所、協賛） 

１４日 

 海外邦人安全対策連絡協議会 新インフルエンザ対応で意見交換 （サンパウロ総領事館） 

１８日 

 環境セミナー、ＣＤＭ勉強会、研修旅行などスケジュールや開催日程等について意見交換（環境委員

会） 

２７日 

 「商業代理店契約」セミナー （コンサルタント部会） 

６月 

 「環境で不況を吹き飛ばせるか～グリーン・ニューディールの挑戦」上映会（環境委員会） 

１５日 

 カーボンクレジット取引セミナー開催（環境委員会） 

１６日 

 新幹線導入セミナー/出稼ぎセミナーの開催 （ブラジリアの下院ネレウ・ラモス講堂においてイホシ連

邦下議主催） 

１７日 

 証券投資セミナー（コンサルタント部会） 

 在ブラジル日本大使館で南米諸国向けに地上デジタルＴＶ日伯方式のデモ （電気電子部会） 

１９日 

 外国投資家グループ（ＧＩＥ）がパロッシ前財務大臣を招聘し懇談会を開催（GIE 主催） 

７月 

０１日 

 第 1 回日伯貿易投資促進合同委員会の報告会（大使館/日伯経済交流促進委員会） 

 第 3 回知的財産権保護に関する勉強会 

（在ブラジル大使館、コンサルタント部会、ジェトロ・サンパウロセンター（経済産業省製造産業局模倣

品対策・通商室）/ブラジル政府海賊品・知的財産問題対策全国評議会（CNCP）と共催） 

１３日 

 メイレーレス中銀総裁講演会「ブラジルの競争力を高める中銀の貢献について」 

（ドイツ会議所） 

１５日 

 第 2 回日伯貿易投資促進合同委員会に向けて移転価格税制の WG 会合（日伯法律委員会）        

８月 
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１８日 

 業種別部会長シンポジウム開催（総務委員会） 

２５日 

 大企業におけるコスト削減セミナー（コンサルタント部会） 

９月 

０１日 

 経済産業省通商政策局幹部と会議所および進出企業代表者等が意見交換 

０３日 

 「How to do Business in Brazil」セミナー  （アメリカ会議所） 

０４日 

 大阪・サンパウロ姉妹都市提携 40 周年記念式典 （サンパウロ市） 

０８日 

午前中：大阪市ミッションとの意見交換会 

午後：同ミッション/FIESP (サンパウロ州工業連盟)/会議所メンバーによる意見交換会 

１１日 

 商工会議所 70 周年記録集編纂事業承認（臨時理事会・総会/財務/７０周年委員会） 

１５日 

 第２回日伯貿易投資促進合同委員会東京会合（日伯経済交流促進委員会） 

１６日 

 第２回日伯貿易投資促進合同委員会/プレナリー東京会合 （同上委員会） 

２２日 

 ジャパンデザイン展示会開催（ジェトロ・サンパウロセンター主催） 

２５日 

 環境と産業～ブラジルと日本の協力可能性～セミナー（講師：山根一眞）（FIESP） 

２６、２７、２８日 

 「日伯経済の見通し」、「環境分野における日伯協力関係のインパクトとパノラマ」、「気候変動」、「第 3

国への技術協力協定」セミナー（ブラジル日本研究者協会（SBPN）と共催） 

３０日 

 経営の現地化アンケート調査実施について意見交換 （コンサルタント部会） 

１０月 

０７日 

 YKK サッシ工場見学会 ‐ソロカバ市‐ （建設不動産部会主催） 

１９日 

 官民合同会議開催（外務本省中南米局長、在ブラジル日本大使館、在サンパウロ総領事館、全伯地

域の総領事、JBIC や JICA の政府関係者、官側計２２名、また民間側から計２２名、合計４４名参加） 

２０日 
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 第 23 回貿易会議（日伯経済関係の変遷について/ブラジルの景気動向と同国市場の魅力について/

ブラジルでのビジネス展開について－事業経験から－/ブラジル新幹線の概要/世界同時不況下にお

けるブラジル経済の回復状況） （JETRO サンパウロ主催） 

２２日 

 三井アリメントス焙煎工場見学会（食品部会） 

２４日 

 南米地区在外公館知的財産権担当者（外務省経済局知的財産室）と意見交換会 

２６日 

 第１回多国間国際経済・貿易フォーラム（各国の大使、領事、海外ミッション担当者、商工会議所会頭、

有力者、企業家などが参加、２６日と２７日の２日間にわたって開催、ローカルの関心あるテーマにつ

いてディスカッション、サンベルナルド市役所国際課主催） 

 日本移民百周年評価シンポジウム（２日間に渡って日伯社会文化統合協会とブラジル日本移民百周

年記念協会共催） 

１１月 

０３日 

 国土交通省主催のサンパウロ都市交通・都市整備セミナー（国土交通省、日本モノレール協会主催） 

１０日 

 国家統合省のサンフランシスコ河流域プロジェクトセミナー（相互啓発委員会） 

１９日 

 臨時理事会で２０１０年度新会頭に中山立夫氏（ブラジル三井物産社長）を選出 

１２月 

１０日 

 会頭交替忘年会（相互啓発委員会） 

 

 

総括 

 会議所関連のイベントや行事は全部で２００近くあったがその中の特筆すべき５０項目の中からさら

に１５項目を選んだ。（上記□内） 

昨年は移民百周年関連行事に追われたが、今年は貿易投資促進合同委員会会合や新幹線導入プロジェク

ト、経済産業省通商政策局幹部と会議所幹部の意見交換会、第２３回貿易会議、国土交通省主催のサン

パウロ都市交通・都市整備セミナー、大阪・サンパウロ姉妹都市提携４０周年記念式典ミッションの受

け入れ、日伯方式デジタル TV 関連の中南米普及デモなど両国政府或いは中南米諸国の国々を巻き込み官

民連携で取組んだ年であったと言える。 

 

またリーマンショックからいち早く回復したブラジルは BRICS 諸国の一角と言う点からだけでなく、昨

今特に世界から注目を浴びている。今年もほぼ昨年同様１５０件位の年間表敬訪問数がそれを如実に証

明している。海外からの訪問数はその半分を占め又日本からの企業進出や投資に関する問い合わせも殺
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到している。とても現状の事務局員では対応が極めて困難な状況にあるので会員企業にも応援いただい

ているのが現状である。 

 

会議所表敬訪問件数や調査依頼件数の顕著な増大は数年前からホームページの改善に努め会議所活動に

関する全ての情報を開示、会議所のスローガンである開かれた会議所、チャレンジする会議所、全員参

加の会議所を日々実践してきた成果である。 

 

鉄鋼関連の大型投資から自動車部品産業をはじめ商社や物流に至る中小企業を中心とした多種の分野の

進出傾向も今年の特徴と言えそうだ。ブラジルの奇跡と言われた黄金時代の第２次進出ブームを彷彿さ

せる勢いである。田中信会頭は第３次ブームと名づけそのブームの到来に大きな期待を寄せている。 

 

２０１４年にワールドカップ、１６年にリオオリンピックの開催とあって、そのブームはワン・デケイ

ド続きそうだ。今から超多忙な会議所活動に備え、常に原点に立ち返り再点検しながら又足元からしっ

かり固めて行くつもりである。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：会員の推移 

１）2009 年度月次国籍別の会員 

        Origem 国籍       OBS 

Mês 

月 

入退会

残 

Japon 

進出 

Nikkeis 

日系 

Brasil 

ブラジ

ル 

Estran 

外資 

Total 計

Empresas 

PF 

個人 

TOTAL 

合計 
  

  Adesão 0 0 0 0 0 0 0   

1 Desliga 0 0 0 0 0 0 0   

  Saldo 157 90 33 18 298 10 308   

  Adesão 1 0 0 0 1 0 1   

2 Desliga 0 1 0 1 2 0 2   

  Saldo 158    89 33   17 297 10 307   
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  Adesão 2 1 0 1 4 1 5   

3 Desliga 0 0 0 0 0 0 0   

  Saldo 160 90 33   18 301 11 312   

  Adesão 0 2 1 0 3 0 3   

4 Desliga 0 2 0 2 4 1 5   

  Saldo 160 90 34 16 300 10 310   

  Adesão 2 0 0 0 2 0 2   

5 Desliga 0 0 0 0 0 0 0   

  Saldo 162 90 34 16 302 10 312   

  Adesão 1 2 0 0 3 0 3   

6 Desliga 1 0 1 1 3 0 3   

  Saldo 162 92 33 15 302 10 312   

  Adesão 0 1 0 0 1 0 1   

7 Desliga  0 1 0 1 0 1   

  Saldo 162 93 32 15 302 10 312   

  Adesão 0 0 0 0 0 0 0   

8 Desliga 1 0 0 0 1 0 1   

  Saldo 161 93 32 15 301 10 311   

  Adesão 1 0 1 1 3 0 3   

9 Desliga 0 1 0 0 1 0 1   

  Saldo 162 92 33 16 303 10 313   

  Adesão 1 1 1 1 4 0 4   

10 Desliga 0 0 0 0 0 0 0   

  Saldo 163 93 34 17 307 10 317   

  Adesão 3 1 1 0 5 0 5   

11 Desliga 1 2 3 0 6 0 6   

  Saldo 165 92 32 17 306 10 316   

  Adesão 0 0 0    0 0 0 0   

12 Desliga 0 0 0 0 0 0 0   

  Saldo 165 92 32 17 306 10 316   

          

入会 Adesão 11 8 4 3 26 1 27  

退会 Desliga 3 6 5 4 18 1 19  

残 Saldo 165 92 32 17 306 10 316  

 

２）年度/国籍別の会員推移 

        Origim 国籍         



9 

 

ANO 

年 

入退会

残 

Japonesas 

進出 

Nikkeis 

日系 

Brasileiras 

ブラジル 

Estrangeiras 

外資 

Sub 

計 

Soma 

合計 

PF 

個

人 

TOTAL 

  Adesão 1  6  3  1  9  11  3 14 

2000 Desliga 3  2  0 0  2  5  0 5 

  Saldo 156 83  34  17  134 290 3 293 

  Adesão 2  3  2  0  5  7  11 18 

2001 Desliga 3  7  4 0  11  14  0 14 

  Saldo 155 79  32  17  128 283 14 297 

  Adesão 2  4  1  0  5  7  0 7 

2002 Desliga 7  2  6 1  9  16  0 16 

  Saldo 150 81  27  16  124 274 14 288 

  Adesão 7  7  9  2  18  25  3 28 

2003 Desliga 14  2  4 1  7  21  2 23 

  Saldo 143 86  32  17  135 278 15 293 

  Adesão 5  10  8  2  20  25  3 28 

2004 Desliga 7  3  6 1  10  17  5 22 

  Saldo 141 93  34  18  145 286 13 299 

  Adesão 11  5  7  4  16  27  4 31 

2005 Desliga 8  9  5 4  18  26  4 30 

  Saldo 144 89 36 18 143 287 13 300 

  Adesão 7  9  5  1  15  22  2 24 

2006 Desliga 4  2  5 0  7  11  3 14 

  Saldo 147 96 36 19 151 298 12 310 

  Adesão 8 7  8  1  16  24  0 24 

2007 Desliga 2  11  10 1  22  24  0 24 

  Saldo 153  92  34  19  145  298  12 310 

  Adesão 7 5  1  2  8  15 0 14 

2008 Desliga  3 7  2  3  12  15 2 17 

  Saldo 157 90  33  18 141   298 10 308 

  Adesão 11  8  4   3 15   26  1 27 

2009 Desliga 3  6 5  4 15  18 1 19 

  Saldo 165  92 32   17  141   306  10 316 

  Adesão               

2010 Desliga              

  Saldo               

  Adesão               
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2011 Desliga              

  Saldo               

 

 

３）業種別部会/国籍別毎の会員数 

2009 年 12 月現在 

Nº  
Dep 

部会 

Japon 

進出 

Nikkeis 

日系 

Brasil 

ブラジル 

Estrang 

外資 

Soma 

計 

PF 

個人 
TOTAL 

 Dez-09 165 92 32 17 306 10 316 

1 
Automotivo 自動

車 
24 3 0 1 28 0 28 

2 
Comércio 

Exterior 貿易 
22 5 1 1 29 0 29 

3 
Construção e 

Imobiliária 建設 
3 7 0 0 10 0 20 

4 
Consultoria e 

Asses コンサル 
3 29 24 5 61 7 68 

5 
Eletroeletrônico

電気電子 
24 3 1 0 28 1 29 

6 
Fiação e 

Tecelagem 繊維 
8 1 0 0 9 0 9 

7 
Financeiro 

金融 
10 5 1 3 19 0 19 

8 
Gêneros 

Alimentícios 食品 
9 5 1 1 16 0 16 

9 
Metalmecânica 機

械金属 
33 5 1 1 40 1 41 

10 
Produtos 

Químicos 化学 
18 1 0 0 19 0 19 

11 
Transportes e 

Serviços 運輸 
11 28 3 5 47 1 48 

 

 

 

 


